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少
時
代
に
あ
っ
て
、
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
観
音
寺
市
の
基
盤
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
四
国
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
「
地
の

利
」
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
の

都
市
機
能
を
整
備
充
実
さ
せ
ま

す
。
新
た
な
に
ぎ
わ
い
と
人
の

交
流
を
創
出
で
き
る
利
便
性
の

高
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
統
合

小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
、

新
庁
舎
、
新
市
民
会
館
等
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
と
動

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

　近
年
、
市
民
と
行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
む
地
域
協
働
と
住

民
自
治
の
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

課
題
で
す
。
地
域
住
民
が
お
互

い
を
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、

そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
活
性
化
し
、
ま
ち
を
輝
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
自
治
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
を
促
進
し
て
、
行
政

と
の
協
働
を
図
り
ま
す
。

　本
市
に
は
、
県
内
外
に
誇
れ

る
高
品
質
の
農
産
物
や
工
業
製

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
登
録
さ
れ
た

「
伊
吹
い
り
こ
」
も
そ
の
一
つ

で
、
私
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
出
向
き
、
安
定
し
た
販
売

促
進
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　現
在
の
社
会
情
勢
は
流
動
的

で
見
極
め
に
く
い
時
代
で
す
が
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
将
来
を

見
つ
め
、
人
が
よ
り
輝
く
ま
ち

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、
被
害
に
あ
わ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を

捧
げ
ま
す
。

　こ
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
、
今
後
そ
の
発
生
の
確

率
が
高
ま
っ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
に
備
え
、
市
民
の
「
安

全
・
安
心
」
の
確
保
が
市
政
の

最
も
重
要
な
責
務
で
あ
る
と
認

識
し
、
防
災
対
策
を
し
っ
か
り

と
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
少
子
高
齢
・
人
口
減

き
出
し
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
新
年
度
を

「
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け

る
ま
ち
」
を
創
造
す
る
ス
タ
ー

ト
の
年
と
位
置
づ
け
、
次
の
二

つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
力
強

く
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　か
け
が
え
の
な
い
尊
い
市
民

の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
に
強

い
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に
、

福
祉
の
充
実
を
図
り
、
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
支
え
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　防
災
対
策
で
は
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
と
と
も
に
、
避
難
支
援

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
を
い
っ
そ
う

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
震
や
異
常
気
象
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
生
命
・
財

産
」
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
最

優
先
し
ま
す
。

　地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
市
民

の
皆
さ
ん
の
絆
を
強
め
、
安
心

や
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、

誰
に
も
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　ま
た
、
少
子
化
が
進
行
す
る

中
で
子
育
て
支
援
に
は
特
に
力

点
を
置
き
、
安
心
し
て
子
ど
も

将来にわたって
　　　輝き続けるまちを創る

施政方針のあらまし

３月定例市議会の冒頭で、白川市長は、市政運営について所信を述べました。

「
人
と
暮
ら
し
を
守
る
」

「
輝
く
未
来
を
創
る
」
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　自
ら
の
身
は
自
ら
で
守
る

「
自
助
」、
地
域
の
安
全
を
お

互
い
が
助
け
合
っ
て
守
る
「
共

助
」、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」

の
三
つ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、

災
害
対
応
力
を
高
め
、
補
完
し

合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　国
の
中
央
防
災
会
議
や
県
の

計
画
見
直
し
に
伴
い
、
本
市
の

地
域
防
災
計
画
も
適
宜
見
直
し

ま
す
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
補
助
制
度
の
利
用
拡
大

を
推
進
し
、
生
命
財
産
の
保
持

を
図
り
ま
す
。

　身
近
な
地
域
の
絆
を
強
め
る

「
共
助
」
は
、
災
害
発
生
初
期

に
は
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
引

き
続
き
自
主
防
災
組
織
の
組
織

化
と
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し

ま
す
。

　香
川
県
津
波
高
潮
対
策
整
備

推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
目
標
を
早
期
に
実
現
す
る
た

め
の
防
護
施
設
の
整
備
や
、
農

業
用
の
た
め
池
の
震
災
対
策
を

県
や
関
係
機
関
と
共
に
推
進
し

ま
す
。

　新
庁
舎
は
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
、
整
備
内
容
の
検
討
を
進

め
ま
す
。
三
観
広
域
消
防
本
部

庁
舎
等
の
改
築
に
つ
い
て
も
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
官
庁
エ

リ
ア
と
し
て
一
体
的
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

　安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は

健
康
づ
く
り
体
制
の
確
立
が
不

可
欠
で
す
。
市
民
の
健
康
増
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
を
示

す
健
康
増
進
計
画
を
食
育
推
進

計
画
を
含
め
た
も
の
と
し
て
策

定
し
、
健
康
な
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査

の
積
極
的
な
受
診
勧
奨
や
予
防

接
種
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
継

続
実
施
し
て
子
育
て
へ
の
安
心

を
届
け
ま
す
。

　特
色
あ
る
観
音
寺
型
の
こ
ど

も
園
の
設
置
に
向
け
た
就
学
前

教
育
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
検
討
や
作

成
に
着
手
し
ま
す
。

　地
域
の
活
性
化
に
は
、
そ
こ

に
住
む
人
々
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政

と
市
民
が
共
に
知
恵
を
出
し
、

汗
を
流
し
て
よ
り
良
い
地
域
を

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
す
な

わ
ち
「
協
働
」
が
重
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
自
主
的
な
市
民
活
動
に
引

き
続
き
支
援
を
し
ま
す
。

　市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

尊
重
さ
れ
、
年
齢
や
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
支
え
合

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
共
生
」
社
会
の
実
現

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
差
別
の

な
い
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

す
る
社
会
、
す
べ
て
の
市
民
が

い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活
動
に

努
め
ま
す
。

　高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育

て
家
庭
な
ど
の
支
援
が
必
要
な

市
民
が
、
安
心
し
て
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
地
域

福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め
、

支
え
合
う
福
祉
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　「
地
域
サ
ロ
ン
」
は
、
多
く

の
地
域
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
り

活
発
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
、
強
い
絆
が
育

ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　人
と
自
然
の
調
和
も
地
域
の

持
続
的
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
や

環
境
保
全
に
努
め
、
美
し
く
自

然
あ
ふ
れ
る
郷
土
を
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
浄
化
槽
の
設
置
補
助
を
継
続

し
て
行
い
ま
す
。

　平
成
２５
年
に
開
催
予
定
の
第

２
回
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
会

場
と
し
て
、
伊
吹
島
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
島
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入

れ
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

選
手
権
大
会
は
、
本
市
開
催
が

６
回
目
を
迎
え
、
毎
年
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
の
大

会
を
、
全
市
を
挙
げ
て
盛
り
上

げ
ま
す
。

　本
市
の
農
業
法
人
は
、
全
国

か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
野

菜
や
果
樹
の
栽
培
や
経
営
技
能

の
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
新

規
就
農
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　元
気
地
域
商
品
券
の
発
行
は

こ
と
し
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
が
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、

地
元
商
店
の
活
性
化
を
支
援
し

ま
す
。

　定
住
促
進
住
宅
取
得
等
助
成

金
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど

に
よ
り
、
関
東
や
関
西
圏
か
ら

の
移
住
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
移
住
交
流
サ
イ
ト
や
大
都
市

圏
の
移
住
相
談
会
な
ど
を
通
し

て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　来
た
る
平
成
２４
年
度
は
、
本

市
の
未
来
を
見
据
え
、
主
要
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
不
退

転
の
決
意
で
、
全
力
を
傾
注
し

て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　今
を
生
き
る
市
民
の
た
め
、

次
代
を
担
う
子
や
孫
の
た
め
、

大
切
な
ふ
る
さ
と
「
観
音
寺
市
」

の
新
た
な
基
盤
を
確
立
し
た
い

と
い
う
一
念
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、

一
体
感
の
醸
成
に
努
め
、「
人
の

和
」
を
も
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
度
に
向
け
た

私
の
施
政
に
対
す
る
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

「
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
全
で
安
心
な

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

「
協
働
と
共
生
に
よ
る

　
　　
　
ま
ち
づ
く
り
」

【
結　
び
】

【
重
点
施
策
】
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①
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　体
制
・
制
度
の
確
立

　広
報
活
動
（
出
前
講
座
等
）

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
の
充
実

　自
治
会
活
動
支
援

　市
民
団
体
等
活
動
促
進

③
人
権
対
策
・

　
　
　男
女
共
同
参
画
の
推
進

人
権
教
育
推
進
等

人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査

の
実
施

男
女
共
同
参
画
推
進

①
調
和
の
と
れ
た

　
　
　
　
　土
地
利
用
の
推
進

　地
籍
調
査
実
施

②
市
街
地
の
整
備	

県
営
公
共
事
業
（
街
路
）

中
央
七
間
橋
線
改
築

道
路
改
築
（
市
民
会
館
進
入
路
）

①
地
域
福
祉
の
推
進

　地
域
福
祉
計
画
策
定

②
保
健
・
医
療
活
動
の
充
実

健
康
増
進
計
画
策
定

健
康
増
進
法
に
よ
る
健
康
診

査
等
の
実
施

が
ん
検
診
推
進

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施

予
防
接
種
の
実
施

産
科
医
等
確
保
支
援

救
急
勤
務
医
支
援

地
域
医
療
確
保
対
策

③
児
童
福
祉
・

　
　
　
　子
育
て
支
援
の
充
実

観
音
寺
保
育
所
建
設

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
の
実

施特
定
不
妊
治
療
費
助
成

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
実
施

子
ど
も
医
療
費
助
成

　総
合
振
興
計
画
は
、
今
後
の

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
し
た
最
上
位
計
画
で
「
基

本
構
想
」「
基
本
計
画
」
お
よ
び

「
実
施
計
画
」
の
３
層
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　基
本
構
想
は
、
平
成
２０
年
度

か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で
の
１０
年

間
の
将
来
像
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
６
つ
の
基
本
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

　基
本
計
画
（
前
期
）
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
６
つ
の
基

本
目
標
ご
と
に
、
平
成
２０
年
度

か
ら
平
成
２４
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
推
進
す
る
べ
き
主
要
施
策

を
、
行
政
の
各
分
野
に
わ
た
っ

て
体
系
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
２５
年
度
か
ら
平
成

２９
年
度
ま
で
の
基
本
計
画
（
後

期
）
は
、
昨
年
度
か
ら
策
定
に

着
手
し
、
本
年
度
中
に
完
成
す

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
具
体
的
に
実
施
す
る

事
業
を
定
め
た
実
施
計
画
は
３

年
間
と
し
、
毎
年
度
見
直
し
を

し
て
い
ま
す
。

　こ
の
総
合
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
２４
年
度
に
実
施
す
る

主
要
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

商
店
街
等
活
性
化
促
進

③
山
村
地
域
の
振
興

　中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

④
離
島
地
域
の
振
興

　離
島
交
通
対
策

　高
等
学
校
通
学
航
路
費
補
助

⑤
道
路
・
交
通
網
の
整
備

　室
本
港
港
湾
改
修

⑥
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備

　基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
管
理

⑦
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

耐
震
改
修
対
策
支
援
補
助

地
域
防
災
推
進

室
本
港
津
波
高
潮
対
策

箕
浦
漁
港
改
良

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策

標
高
表
示
板
設
置

⑧
生
活
安
全
対
策
の
充
実

　地
域
防
犯
推
進

　児
童
生
徒
等
安
全
対
策

⑨
住
宅
対
策
の
充
実

　交
流
定
住
の
促
進

　
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
む

　
「
地
域
協
働
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

　
「
健
康
福
祉
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　
安
全
・
安
心
で

　
「
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

総合振興計画に基づく
　　　　　６つのまちづくり

１

３

２



5

④
高
齢
者
福
祉
の
充
実

地
域
サ
ロ
ン
活
動
支
援

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

地
域
自
立
生
活
支
援

在
宅
介
護
慰
労
金
支
給

老
人
ク
ラ
ブ
等
活
動
促
進

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
備

⑤
障
害
者
福
祉
の
推
進

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

地
域
生
活
支
援

⑥
社
会
保
障
等
の
充
実

国
民
健
康
保
険
者
療
養
給
付
費

①
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と

　
　
　
　
　学
習
機
会
の
拡
充

市
民
講
座
・
女
性
大
学
等
の

開
催

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

策
定

②
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

こ
ど
も
園
推
進

観
音
寺
幼
稚
園
建
設

観
音
寺
小
学
校
建
設

一
ノ
谷
小
学
校
校
舎
増
築

③
青
少
年
の
健
全
育
成

　
　
　
　
　
　
　活
動
の
推
進

　少
年
問
題
相
談
の
実
施

④
地
域
文
化
の
継
承
と

　
　
　文
化
芸
術
活
動
の
推
進

国
際
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催

新
市
民
会
館
建
設（
基
本
設
計
）

⑤
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

選
手
権
大
会
開
催

運
動
公
園
テ
ニ
ス
場
改
修

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
施
設
改
修

運
動
公
園
サ
ブ
体
育
館
建
設

⑥
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流

　
　
　
　
　
　
　活
動
の
推
進

滋
賀
県
草
津
市
・
北
海
道
虻

田
郡
真
狩
村
・
米
国
ア
ッ
プ

ル
ト
ン
市
と
の
交
流

①
環
境
保
全
活
動
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　景
観
形
成

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
整
備
補
助

環
境
公
害
測
定

②
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

琴
弾
公
園
等
施
設
管
理

公
園
等
施
設
整
備

ふ
る
さ
と
緑
化
推
進

③
上
・
下
水
道
の
整
備

伊
吹
調
整
池
建
設

水
道
施
設
耐
震
化

水
道
施
設
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
化

渇
水
対
策

公
共
下
水
道
の
整
備

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助

④
ご
み
・
し
尿
処
理
の
充
実

ご
み
減
量
化
対
策

分
別
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

　
⑤
墓
地
・
斎
場
の
整
備

　墓
地
整
備
補
助

①
農
林
業
の
振
興

県
営
農
村
災
害
対
策
整
備

（
豊
浜
）

県
営
震
災
対
策
農
業
水
利
施

設
整
備

新
規
就
農
総
合
支
援

育
成
す
べ
き
農
業
者
農
地
集

積
支
援

②
水
産
業
の
振
興

伊
吹
地
域
漁
港
整
備

重
要
稚
仔
放
流

③
商
工
業
の
振
興

元
気
地
域
商
品
券
発
行
補
助

工
場
等
立
地
促
進

④
観
光
の
振
興

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
準
備

観
光
入
込
客
調
査

観
光
宣
伝

観
光
協
会
育
成

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
推
進

⑤
雇
用
対
策
と

　
　
　
　勤
労
者
福
祉
の
充
実

職
業
安
定
協
会
補
助
金

①
行
政
改
革
の
推
進

　新
庁
舎
建
設

②
財
政
運
営
の
効
率
化

　収
納
率
向
上
特
別
対
策

③
広
域
行
政
の
推
進

三
好
市
・
四
国
中
央
市
と
の

連
携
交
流

三
観
広
域
行
政
の
推
進

　
海
・
山
・
川
の
自
然
輝
く

　
「
快
適
環
境
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

 

計
画
推
進
の
た
め
に

　
豊
か
な
地
域
資
源
を

　
生
か
し
た「
い
き
い
き

　
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
人
と
文
化
が
輝
く

　
「
生
涯
学
習
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

５

６

４
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４月から出前講座を始めます

出前講座メニュー

　行政のさまざまな情報を市民の皆さんに提供し、市政への理解と市民参加

による協働のまちづくりを推進するため、４月から「出前講座」を始めます。

◆受講できる人
　市内に在住または勤務、在学しているおおむね１０人

以上で構成するグループまたは団体

（政治・宗教・営利を目的とする場合や、苦情や個別

 相談等を目的とする場合などは利用できません）

◆会場（市内に限る）
手配等は申込団体でお願いします。

◆実施時間
午前１０時～午後９時

（休日・祝日の実施は相談してください）

◆注意
開講回数は１団体につき、１日１講座に限ります。

市政・まちづくり

子育て・健康・福祉

　市民の皆さんが主催する集会や催

しなどの場に職員が出向き、市の取

り組みやくらしに関することなどを

お話しします。

　講座メニューから希望の講座を選

んで申し込んでください。多くの皆

さんの利用をお待ちしています。

№ 講　座　名 時間（分） 担当課

１ 観音寺市総合振興計画について ６０

企画課

２ 交流・定住促進について ４５

３ 男女共同参画について ４５

４ 観音寺市の行政改革について ４５

５ 統計調査について ３０

６ 広聴広報活動について ４５ 秘書課

７ 観音寺市の財政状況 ６０ 総務課

８ 選挙について ３０ 選挙管理委員会事務局

№ 講　座　名 時間（分） 担当課

９ 子育て支援について ３０

子育て支援課
１０ ひとり親世帯への支援について ３０

１１ 家庭児童相談・女性相談について ３０

１２ 保育所と子育て支援センターについて ５０

１３ 国民健康保険・後期高齢者医療について ４０

健康増進課

１４ 生活習慣病の予防 ＝観音寺市の現状は＝ ６０

１５ がん予防 ＝観音寺市の現状は＝ ６０

１６ 食育（食生活）について ６０

１７ 女性の健康づくり ６０

１８ 子どもの健康について ６０

１９ 障がい児（者）福祉制度について ６０

社会福祉課

２０ 高齢者福祉制度について ４０～６０

２１ 介護保険制度について ６０～９０

２２ 介護予防について ６０～９０

２３ 地域包括支援センターについて ６０

２４ 高齢者の権利擁護について ６０

２５ 成年後見制度について ６０
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①「出前講座メニュー」から希望する講座を選び、希望日の１カ月前までに、

秘書課に申込書を提出してください。（郵送、ＦＡＸ可）

　申込書は、市役所総合案内所または秘書課、各支所にあります。

　（市ホームページからもダウンロードできます）

②「出前講座決定通知書」を送付します。

③出前講座開催

④出前講座の受講後に、感想や意見を提出してください。

〒７６８－８６０１　（住所記載不要）

観音寺市政策部秘書課　☎２３－３９１５　　ＦＡＸ２３－３９２０

◆講座開催までの流れ

◆申し込み・問い合わせ先

くらし・環境
№ 講　座　名 時間（分） 担当課

２６ 個人住民税について ３０

税務課２７ 固定資産税について ３０

２８ 市税の納期・口座振替、軽自動車税・たばこ税について ３０

２９ 交通安全教室 ６０ 市民課

３０ 観音寺市のごみについて　※地域または自治会で申し込み ６０ 生活環境課

３１ 人権について ６０ 人権課

３２
中山間地域等直接支払制度について
　※中山間地域等該当地区が対象

６０
農林水産課

３３
農地・水保全管理支払交付金事業について
　※事業に取り組む意欲のある地域が対象

６０

３４ 道路の維持管理について ３０

建設課３５ 漁港・港湾施設の維持管理について ３０

３６ 河川の維持管理について ３０

３７ 住宅耐震診断・耐震改修補助事業について ３０ 建築課

３８ 観音寺市の公園・緑地について ４５

都市整備課

３９ 観音寺市の都市計画について ４０

４０ 開発許可制度・駐車場法について ３０

４１ 市営住宅について ４５

４２ 企業立地に対する優遇制度について ３０

４３ 観音寺市の下水道について ６０ 下水道課

４４ 古代の観音寺について　※プロジェクターを使用 ９０ 生涯学習課

４５ ニュースポーツを体験 １２０ 市民スポーツ課

４６ 図書館の利用について ３０ 図書館

４７ 観音寺市の水道事業について ６０ 水道局

４８ 農地の売買・転用について ３０
農業委員会事務局

４９ 農地の貸し借りについて ３０

安全・安心
№ 講　座　名 時間（分） 担当課

５０ 自主防災組織について ４５ 企画課

５１ 火災予防講座（住宅用火災警報器等） ３０

三観広域行政組合
消防本部

５２ 救命基礎講習（応急・救命手当の基礎的な内容） ６０

５３ 普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使い方など） １８０

５４ 上級救命講習（普通救命講習、応急手当と搬送方法など） ４８０

５５ 地震災害に備えて　※プロジェクターを使用 ６０

５６ １１９番について ３０

５７
チャレンジ！防災（防災体験と消防署見学）
　※幼児・小学生を対象

６０～９０

５８ 防災体験（防災センターで防災体験） ６０
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　新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
観
音
寺
市
民
会
館
等
建
設
検
討

委
員
会
に
基
本
計
画
（
素
案
）
を
諮
問
し
、
３
月
１２
日
に
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

〇

電
話
や
口
頭
、
匿
名
で
の
意

見
は
不
可

〇

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
、
後

日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
庁

舎
等
整
備
課
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

〇

氏
名
等
は
、
提
出
さ
れ
た
意

見
等
の
内
容
が
不
明
な
時
に

連
絡
や
確
認
を
す
る
た
め
に

利
用
し
ま
す
。

　基
本
計
画
（
案
）
と
意
見
書
、

意
見
等
公
募
要
領
は
、
庁
舎
等

整
備
課
や
市
役
所
総
合
案
内
所
、

各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
意
見
等
公
募
要

領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　４
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　５
月
２
日
（
水
）

　指
定
の
意
見
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ

ー
ル
で
下
記
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

　（
住
所
記
載
不
要
）

　観
音
寺
市
政
策
部

　
　
　
　庁
舎
等
整
備
課
あ
て

　２３

−

３
９
２
０

　

c
h
o
u
sy
a
se
ib
i@
c
ity
.

　

k
a
n
o
n
ji.lg
.jp

庁
舎
等
整
備
課

　☎
２３

−

３
９
５
１

　
注
意

　
公
募
期
間

　
提
出
方
法

国勢調査と観音寺市総合振興計画における人口の推移と目標

　
　
　
　
　
　
　
　
　庁
舎
等
整
備
課

　☎
２３

−

３
９
５
１

　市
民
会
館
建
設
基
本
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る
た
め
「
観

音
寺
新
市
民
会
館
建
設
基
本
構
想
（
案
）」
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
１
月
４
日
か
ら
２
月
６
日
ま
で

実
施
し
、
１２
人
か
ら
４２
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
意
見
要
約
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
を
、

庁
舎
等
整
備
課
や
市
役
所
総
合
案
内
所
、
各
支
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
結
果
を
公
表

新
市
民
会
館
建
設
基
本
構
想（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）

ＥＦ

　自
治
基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く

り
条
例
が
制
定
さ
れ
る
背
景
に

は
、
地
方
分
権
や
地
域
主
権
の

進
展
と
、
社
会
環
境
の
変
化
が

あ
り
ま
す
。
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
進
展
が
今
後
の
自
治
体
で

は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
発
表
さ
れ
た
日
本
の

将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
５０

年
後
の
日
本
は
今
の
人
口
の
約

７
割
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本
市
の
総
合
振
興
計
画
で
は
、

高
齢
化
率
（
総
人
口
に
対
す
る

６５
歳
以
上
の
割
合
）
は
平
成
２９

年
に
は
３２
・
６
％
に
な
り
、
３

人
に
１
人
が
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
結
果

か
ら
、
総
合
振
興
計
画
に
示
す

平
成
２９
年
度
の
総
人
口
の
目
標

で
あ
る
６
万
人
を
下
回
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　１０
年
・
２０
年
先
の
ま
ち
の
予

測
を
立
て
、
市
民
参
画
の
も
と

将
来
の
自
治
や
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
の
仕
組
み
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

～
社
会
環
境
の
変
化
～

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑥

　
　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

年
項目 平成１７年国勢調査 平成２２年国勢調査 平成２９年度

総合振興計画目標

総人口 ６５，２２６人 ６２，６９０人 ６０，０００人

年少人口
（１４歳以下）

９，００５人
（１３．８％）

８，０６３人
（１２．９％）

７，０４０人
（１１．７％）

生産年齢人口
（１５～６４歳）

３９，２９６人
（６０．２％）

３６，９８０人
（５９．０％）

３３，３９０人
（５５．７％）

老年人口
（６５歳以上）

１６，８９３人
（２５．９％）

１７，４７２人
（２７．９％）

１９，５７０人
（３２．６％）

世帯数 ２１，９４１世帯 ２２，４７６世帯 ２２，３１０世帯

一世帯の人数 ２．９７人 ２．７９人 ２．６９人
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４月１日から配信開始

配信される情報

対応機種・受信設定の問い合わせ先

メールを受信すると

緊急速報メール

○総務課のこれまでの管財係と契約係の業務は、管財契約係で行います。

○大野原支所・豊浜支所のこれまでの業務係の業務は、市民係で行います。

○電話番号が変更になっている部署もありますので、注意してください。

○それぞれの課・係の位置は変わりません。

　ＮＴＴドコモに続き、４月１日（日）午前零時か

ら、ａｕとソフトバンクの携帯電話でも、災害関

連情報が無料で受信できるようになります。緊急

情報が配信された時点で観音寺市内に滞在するａ

ｕとソフトバンク（一部機種を除く）利用者の携

帯電話へ、情報が一斉発信されます。

　サービスの申し込みは不要ですが、受信設定が

必要な機種がありますので、注意してください。

ａｕ
ＫＤＤＩお客さまセンター

☎００７７－７７７（無料）

ソフトバンク
ソフトバンクモバイルカスタマーセンター

☎０８００－９１９－０１５７（無料）

ソフトバンクの携帯電話からは１５７（無料）

○気象庁が配信する緊急地震速報

（震度４以上）等

○市が配信する避難情報等

　専用の着信音が流れ、バイブレー

ションが起動し、メール内容が自動

的に画面表示されます。

変 更 前 変 更 後
４月１日から市の組織が変わります

課・係名 電話番号

総務課

文書係

２３－３９００
財政係

管財係

契約係

税務課
市民税係

２３－３９２２
資産税係

納税課
収納係

２３－３９９２
徴税係

社会福祉課
障害者福祉係 ２３－３９６３

生活福祉係 ２３－３９３０

高齢介護課

高齢者福祉係

２３－３９６８
介護保険係

地域包括支援
センター

農林水産課

農林係

２３－３９３１畜産係

水産係

土地改良事業室 事業係 ２３－３９３２

大野原支所
市民係

５４－５７００
業務係

豊浜支所
市民係 ５２－１２００

業務係 ５２－１２０５

課・係名 電話番号

総務課

文書係

２３－３９００
財政係

管財契約係

税務課

市民税係

２３－３９２２
資産税係

収納係

徴税係

社会福祉課

障がい者福祉係 ２３－３９６３

生活福祉係 ２３－３９３０

高齢者福祉係

２３－３９６８
介護保険室　

介護保険係

地域包括支援
センター

農林水産課

農林係

２３－３９３１畜産係

水産係

土地改良係 ２３－３９３２

大野原支所 市民係 ５４－５７００

豊浜支所 市民係 ５２－１２００

企画課　☎２３－３９１７
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市 民 講 座受講生募集 平成24年度

開 講 期 間 ５月８日（火）～７月２８日（土）

対 象 市内在住の社会人または市内に勤務する人

全講座とも初心者を優先

申し込み状況によって市外の人も受け付けます。

受 講 料 １講座２，５００円（申し込み後の返却は不可）

注 意 申し込みが１０人未満の講座は、開設できません。

受 付 期 間 ４月１１日（水）～２６日（木）　午前９時～午後５時

（土・日・月曜日は除く）

ただし、１１日（水）～１３日（金）は午前９時～午後７時

受付期間中でも、定員になり次第締め切ります。

○パンフレットは、観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・各地区
公民館、市役所ロビー、中央図書館にあります。

○市民講座以外にも、俳句や短歌、絵手紙、手描友禅などの自主
グループが活動しています。

受 付 場 所 観音寺市中央公民館（市民会館横）

（電話での申し込みは不可）

中央＝観音寺市中央公民館　共同＝共同福祉施設  婦人＝働く婦人の家

材＝材料費   用＝用具代　テ ＝テキスト代

観音寺市中央公民館　☎２３－３９４４

初心者ダンベル体操

着物着付

皮革工芸

トールペインティング

アートフラワー

いきいきコーラス教室

初心者書道教室

押し花

くらしの作法

ちぎり絵

クラシック音楽

陶芸教室

油　絵

マジック教室

中国伝統呉式太極拳

かな書道

ジャズダンス

ピアノ教室

民　謡

篆刻（てんこく）

火曜日
１０：００～１１：３０
４０人
共同　軽運動室
吉田　由美子　先生

木曜日
１９：００～２１：００
２５人
婦人　第２・３講習室
小笠原　敏代　先生

土曜日
１４：００～１６：００
１５人
中央　実験実習室
石井　紀子　先生
　２，０００円（初心者）
　 実費

火曜日
１９：００～２１：００
１５人
婦人　第１講習室
高橋　かをり　先生
　３，５００円（初心者）
　 実費

火曜日
１３：００～１５：００
１５人
中央　第２講義室
矢野　孝江　先生
材　　　 実費

金曜日
１０：００～１２：００
３０人
共同　軽運動室
宝田　章江　先生
テ １，２００円

土曜日
１４：００～１６：００
２０人
中央　第２講義室
石川　義象　先生
テ 材 ２，３００円

水曜日
１３：３０～１５：３０
２０人
婦人　第１講習室
佐川　智子　先生
材 実費

火曜日
１３：３０～１５：００
１５人
婦人　第１講習室
紫和　順子　先生
材　　　 １，０００円

金曜日
１３：３０～１６：００
２０人
婦人　第１講習室
鰆目　慶子　先生
材 １，１００円

土曜日
１４：００～１６：００
４０人
婦人　第１講習室
桧山　浩介

（山口　勗）

水曜日
１９：００～２１：３０
１６人
中央　実験実習室
石川　久夫　先生
材 ２，５００円

火曜日
１９：００～２１：００
２５人
共同　展示ホール
福田　透　先生
     ３，０００円（初心者）   
         ５００円（経験者）

金曜日
１９：３０～２１：００
２０人
婦人　第２・３講習室
三野　優　先生
　３，０００円（初心者）  
　　　  実費（経験者）

土曜日
１９：００～２１：００
５０人
共同　軽運動室
近井　昭博　先生
テ ４００円（初心者）

水曜日
１９：００～２１：００
２０人
婦人　第１講習室
則包　豊舟　先生
材 ５００円（初心者）

火曜日
１９：３０～２１：００
２５人
共同　軽運動室
生駒　幸子　先生

隔週金曜日
１９：００～２１：００
１６人
共同　軽運動室
山本　悠祐　先生
テ 実費

土曜日
１９：００～２１：００
３０人
婦人　第１講習室
阿部　桑佑　先生

第２・４木曜日
１３：００～１５：００
２５人
婦人　第１講習室
黒田　九華　先生
用 約10,000 円（初心者）

材

用
材

材

材

用 先生
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柞田町下出

柞田町下出

柞田町下出

広がります
　　下水道の処理区域

下水道課　☎２５－６８９０

　４月から坂本町と柞田町の一部が処理区域になります。区域になっ

た地域では、下水道法で３年以内にくみ取り式トイレから水洗トイレ

に改造することが義務づけられています。家庭雑排水や汚れた水をそ

のまま川や海に流すと水質汚濁等の原因にもなるため、早めに下水道

へ接続してください。

　下水道は、私たちの健康で快適な生活を支える重要な施設です。今

後も下水道整備を推進していきますので、皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

不燃ごみ用の無色透明の指定

袋にカセットテープとビデオ

テープだけを入れて、不燃ご

みの日に出してください。

　ライターやカセットボンベ

が原因で、ごみ収集車の火災

が発生しています。ライター

やカセットボンベは、不燃ご

みの袋には、入れないでくだ

さい。

坂本町五丁目
観音寺税務署

柞田町黒渕
市立中部中学校

注意して
　　ください！

４
月
か
ら
簡
単
に
な
り
ま
す

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と

　
　
　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
出
し
方

　
　
　
　生
活
環
境
課

　☎
２５

−

２
６
９
８

　カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、

分
解
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
不
燃
ご
み
の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　収
集
後
に
中
間
処
理
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
黒
い
テ
ー
プ
部
分
を
分
け
る
）

を
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
は
再
資
源
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

無色透明
４５リットル

不燃ごみ用
指 定 袋



12

問い合わせ先

　保健センター

　☎２３－３９６４

　春のがん検診を次の日程で行います。年に１度は検診を受けましょう。
まだ申し込んでいない人は、問い合わせてください。

種　類：胃がん、子宮がん、乳がん、結核・肺がん

対象者：子宮がん＝２０歳以上
　　　　胃がん、乳がん、肺がん＝４０歳以上
　　　　結核＝６５歳以上

注　意：胃がん、乳がん検診は、ことしから時間予約制です。必ず申し
込みが必要です。

　　　　子宮がん、乳がんは２年に一度の検診です。平成２３年度に受け
た人は受けられません。

がん検診を受けましょう

がん検診 ４月の日程表
◆結核 ･ 肺がん ◆乳がん・胃がん・子宮がん

受付日時 場　　所

２日
（月）

　９：００～１０：００ 黒渕山田神社

１０：３０～１１：３０ 中出自治会館

１３：３０～１４：３０ 楽陽荘前

３日
（火）

　９：３０～１０：３０ 粟井公民館

１１：００～１１：３０ 奥谷自治会館

１３：００～１５：３０ 保健センター

４日
（水）

　９：３０～１０：３０ 豊田公民館

１１：００～１１：３０ 新田金安神社

１３：３０～１５：００ 黒嶋神社

５日
（木）

　９：００～１０：００ 室本新田集荷場

１０：３０～１１：３０ 室本港小公園前

１３：３０～１５：００ 高室公民館

６日
（金）

　９：３０～１０：３０ 観音寺西公民館

１１：００～１１：３０ 老人憩の家

１３：００～１４：００ 観音寺東公民館

１４：３０～１５：００ 有明出荷組合八幡集荷場

９日
（月）

　９：００～１１：３０ 保健センター

１３：３０～１５：００ 中洲町医師会館

１０日
（火）

　９：３０～１０：３０ 山田消防駐屯所前

１１：００～１１：３０ 油井自治会館

１３：００～１４：３０ 常磐総合コミュニティセンター

１５：００～１６：００ 出作町若宮神社

１１日
（水）

　９：００～　９：３０ 丸勝青果倉庫前

１０：００～１１：３０ 一ノ谷総合コミュニティセンター

１３：００～１４：００ 吉岡町自治会館

１４：３０～１５：３０ 流岡公民館

１２日
（木）

　９：００～１０：００ 南町自治会館

１０：３０～１１：３０ 瀬戸町自治会館

１３：００～１５：３０ 保健センター

１３日
（金）

　９：３０～１０：３０ 木之郷コミュニティセンター

１１：００～１１：３０ 八丁自治会館

１３：３０～１５：００ 柞田公民館

１６日
（月）

　９：００～１１：３０
保健センター

１３：００～１５：３０

受付日時 場　　所

１７日
（火）

８：３０～　９：３０
（乳がん）　

保健センター

　８：３０～１１：００
（胃がん）　

１３：３０～１４：３０
（子宮がん）　

１８日
（水）

　８：３０～　９：３０
（乳がん）　

　８：３０～１１：００
（胃がん）　

１３：３０～１４：３０
（子宮がん）　

１９日
（木）

　８：３０～　９：３０
（乳がん）　

　８：３０～１１：００
（胃がん）　

１３：３０～１４：３０
（子宮がん）　

２０日
（金）

　８：３０～１１：００
（胃がん）　

一ノ谷総合コミュ
ニティセンター

２３日
（月）

保健センター

２４日
（火）

高室公民館

２５日
（水）

豊田公民館

２６日
（木）

・
２７日
（金）

柞田公民館
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男
女
共
同
参
画

　
　
第
二
の
人
生
を
有
意
義
に
！

　男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
性

と
女
性
に
か
か
わ
る
も
の
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
老
若
男
女
」

す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

　現
在
、
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
若
者
や
女
性
だ
け
で
な
く
、

定
年
退
職
を
迎
え
た
人
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
年
退
職
を

迎
え
た
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
地
域
活
動
な
ど
に
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
経

験
や
技
術
を
、
社
会
に
還
元
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　長
年
仕
事
一
筋
で
過
ご
し
て

き
た
男
性
に
と
っ
て
、
地
域
社

会
は
な
じ
み
が
少
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
そ
し
て
年
齢
を
重
ね
て
も

い
き
い
き
と
豊
か
に
過
ご
し
て

い
く
た
め
に
、
社
会
の
一
員
と

し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
、
地

域
の
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
活

動
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
は
、

思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
活
動
は
地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
活
動

範
囲
が
広
が
れ
ば
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　ま
た
、
退
職
後
に
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
男
性

も
家
事
を
積
極
的
に
行
い
、
夫

婦
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ

ま
で
家
族
ま
か
せ
に
し
て
家
事

を
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
男

性
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
活
躍

で
き
る
男
性
を
目
指
し
、
身
の

回
り
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、
少

し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　同

　和

　問

　題

ま
だ
に
差
別
は
無
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
多
く
の
人

が
「
自
分
と
は
無
関
係
」
「
そ

の
う
ち
自
然
に
無
く
な
る
」
な

ど
と
言
い
訳
を
し
て
、
同
和
問

題
と
向
き
合
う
こ
と
な
く
避
け

て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
、
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

に
は
正
し
く
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　誰
で
も
、
生
ま
れ
て
く
る
と

き
に
家
や
親
、
場
所
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

同
和
地
区
や
被
差
別
部
落
と
呼

ば
れ
る
特
定
の
地
域
出
身
や
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
な
ど
を
理
由

に
、
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、

就
職
や
日
常
生
活
で
い
ろ
い
ろ

な
差
別
を
受
け
た
り
し
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
同
和
問
題
は
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

　「
部
落
問
題
は
、
そ
っ
と
し

て
お
け
ば
自
然
に
無
く
な
る
」

「
子
ど
も
は
何
も
知
ら
な
い
の

だ
か
ら
、
教
え
る
と
か
え
っ
て

差
別
の
存
在
を
知
ら
せ
、
差
別

を
広
め
る
結
果
に
な
る
」
と
い

う
声
を
聞
い
た
り
、
そ
う
思
っ

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。　本

当
に
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、

同
和
問
題
は
解
決
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
明
治
４
年
に
「
解
放

令
」
が
出
さ
れ
て
１
４
１
年
、

昭
和
２２
年
に
日
本
国
憲
法
が
施

行
さ
れ
て
６５
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
し
か
し
「
差
別
は
い
け
な

い
」
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
い

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

紀伊小学校５年
小出　マリンさん

中部中学校３年
大谷　晃介さん
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　郷土に伝わる特産品のワタについて学んだ豊浜小学
校４年生が豊浜郷土資料館で種取りや糸紡ぎ、機織り
の作業を体験しました。子どもたちは悪戦苦闘しなが
らも、糸を紡いだり布を織ったりして真剣に作業をし
ていました。

　観音寺市国際交流協会主催のグローバルセミナーが
ありました。写真を交えながら、出身地米国コロラド
州の様子や、香川県で見つけたたくさんの魅力を話し
てくれたのは、香川県国際交流員のクリストファー・
マッケーブさん。お遍路や俳句など日本文化の面白さ
を、私たちにも改めて感じさせてくれました。

地元の特産品「ワタ」を学ぶ 香川には魅力がいっぱい

　観音寺市女性団体連合会が子どもたちや地域の人た
ちを招いて、豊浜公会堂でひな祭りを開催しました。
１４人の会員が持ち寄ったさまざまなひな人形の前で、
地域の幼稚園児や保育所園児らと手遊びやリズムダン
スを楽しみました。園児らもこの日のために練習した
「うれしいひなまつり」の歌を元気な声で披露してい
ました。

　共同福祉施設の展示ホールに、手芸や木工、絵画、
写真など１４５点の作品がずらりと並び、訪れた人の目
を楽しませました。観音寺市身体障害者協会が主催し
た作品展で、どれも作者の温かい心が込もったものば
かり。「きれいやなぁ」「丁寧に作っとるなぁ」と、一
つ一つの作品に足を止めて、見入っていました。

ほっと心温まる楽しい集い ぬくもりあふれる作品たち

18
2

10
2

93

27
2

みんなと一緒に楽しいなあ
　大野原保育所で、すくすくタイム親子ふれあいコ
ンサートがありました。毎月１回お迎えの時間を利
用して、歌や手遊びなどをして楽しい時を過ごして
います。この日は、ステージ衣装を着た保育所の先
生らの歌や演奏に合わせて子どもたちも一緒に童謡
やアニメソングを歌ったり踊ったり。お家の人たち
と楽しいひとときを過ごしていました。

3 7~11
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高野豆腐を使って子どもから
　お年寄りまで食べられる一品を
　高野豆腐は、日本古来の保存食品で、凍り豆腐とも

いわれています。起源には２つの説があり、和歌山県

高野山のお坊さんが作ったという説と、栄養があり日

持ちがすることから武田信玄が戦国時代に兵士の食料

として考え出したという説があります。

　その名のとおり、豆腐を凍らせて乾燥させたもので、

タンパク質やカルシウムが多く消化のよい食べ物です。

乾燥しているので保存ができ、低カロリーで脂肪も少

ないので、現在でも注目されています。

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０

 
 
 

近 藤 桜
さくら

ちゃん

父 祥平さん　　母 智子さん
（豊浜町和田）

 

 

久 保 成
なる

美
み

ちゃん

父 元基さん　　母 仁美さん
（大野原町大野原）

宗 光 蘭
ら

叶
な

ちゃん

父 賢治さん　　母 幸子さん
（柞田町）

請 川 陵
りょう

太
た

ちゃん

父 広隆さん　　母 智美さん
（木之郷町）

 
 

樋 笠 桃
もも

香
か

ちゃん

父 雅寛さん　　母 加奈さん
（出作町）

矢 野 璃
り

一
ひと

ちゃん

父 怜太さん　　母 望さん
（吉岡町）

満１歳の子どもを募集
　４月２日から４月２７日まで７月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年４月生まれ

豊浜中学校の献立

★麦ご飯

★高野豆腐の卵とじ

★コロッケ

★グリーンアスパラと
　キャベツのごまあえ

★牛乳

★ネーブルオレンジ

高野豆腐の卵とじ
　　　（４人分）

高野豆腐…４０ｇ、若鶏肉小切り…１００ｇ、タマ

ネギ…中１個、ニンジン…小１本、ジャガイモ

…中３個、卵…１個、葉ネギ…２本、油…適量、

砂糖…大さじ１、しょうゆ…大さじ２

❶高野豆腐は、ぬるま湯でもどし軽くもむよう

にして洗い、絞って水気を切りサイコロに切

る。

❷タマネギはくし形に、ニンジンはいちょう切

りにする。

❸ジャガイモは一口大に切り、水にさらす。

❹鍋に油を熱し、鶏肉をいため、タマネギ、ニ

ンジン、ジャガイモの順に加えてよくいため

る。

❺水をひたひたに入れ、沸いてきたら、砂糖と

しょうゆで味付け、高野豆腐を入れて煮る。

❻最後に溶き卵でとじ、小口切りにした葉ネギ

を入れて仕上げる。

材　料

作り方
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対
象
団
体

　次
の
要
件
を
満
た
す
団
体

○

構
成
員
が
１０
人
以
上

○

利
益
を
目
的
と
し
な
い

○

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

○

会
則
等
に
基
づ
き
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
し
て

市
内
で
行
っ
て
い
る

○

政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
目

的
と
し
な
い

助
成
額

　補
助
対
象
経
費
の
５０
％

　（
上
限
２０
万
円
）

審
査
方
法

　書
類
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
活
動
の
公
益
性
や
継

続
性
な
ど
を
審
査
し
、
助
成
団

体
を
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間

　４
月
１０
日
（
火
）
～
２７
日
（
金
）

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
請　申

請
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　年
度
初
め
の
休
日
に
住
民
異

動
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
日
曜
日
を
開
庁
し

ま
す
。

　
　
　
　４
月
１
日
（
日
）

　午
前
８
時
３０
分
～
正
午

　午
後
１
時
～
午
後
５
時

　税
務
課
収
納
係
・
徴
税
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
２

　（
市
税
の
納
付
も
で
き
ま
す
）

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　健
康
増
進
課

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
７

○

開
庁
は
本
庁
の
み
で
す
。

○

国
や
県
、
他
市
町
村
へ
の
確

認
が
必
要
な
業
務
な
ど
は
、

対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
担
当

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
観
音
寺
都
市
計
画

道
路
と
用
途
地
域
、
緑
地
お
よ

び
豊
浜
都
市
計
画
道
路
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観

音
寺
港
の
臨
港
地
区
も
、
今
回

の
見
直
し
に
併
せ
て
変
更
し
て

い
ま
す
。

　都
市
計
画
道
路
は
、
路
線
の

廃
止
や
新
規
決
定
、
道
路
幅
員

の
変
更
、
起
終
点
の
変
更
を
行

い
ま
し
た
。
用
途
地
域
は
、
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
伴
う

変
更
や
、
新
た
な
公
共
施
設
の

整
備
に
よ
る
も
の
で
す
。

　観
音
寺
港
臨
港
地
区
は
、
港

湾
の
形
状
変
更
や
、
一
体
的
な

運
営
管
理
の
た
め
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　都
市
整
備
課

　
　
　
　
　☎
２３

−
３
９
１
８

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

対
象
事
業

　平
成
２５
年
２
月
末
日
ま
で
に

完
了
す
る
公
益
的
事
業

○

高
齢
者
の
福
祉
を
増
進
す
る

活
動

○
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動

○

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
活
動

な
ど他

の
制
度
で
補
助
金
を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
予

定
の
事
業
は
対
象
外

開
庁
し
ま
す

　
年
度
初
め
の
日
曜
日

市
の
都
市
計
画
を

　
　
　
変
更
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

　
　
　
　
応
援
し
ま
す

かんおんじまち歩き　参加者募集

開
庁
日

開
庁
時
間

開
庁
す
る
課
・
係

　咲き誇る桜と青い海が美しい春の伊吹島を巡り
ます。新鮮な魚料理もあります。

４月１２日（木）観音寺港７：３０集合（７：５０出発）
１，０００円（船代等別途必要）
１５人

　梨の産地豊浜町で梨づくりを体験。第１回目の
今回は受粉作業を実施し、５月に摘果、８月に収
穫をします。梨のお土産もあります。

４月１５日（日） 
（開花状況によって変更の場合あり）
豊浜南部集会所８：４５集合（９：００出発）
２，０００円（３回分）（小学生以下は５００円）
３０人

受け付け：４月２日（月）から（定員になり次第締め切り）
申し込み・問い合わせ先：商工観光課　☎２３－３９３３

　丁石や道しるべを訪ねて、奥谷から観音寺まで
を歩いて巡ります。約１５㎞の行程です。

４月２８日（土）市役所８：５０集合（９：００出発）
※のりあいバスを利用します
１，０００円
１５人

　みんなで楽しく地引網を体験。何が捕れるかは、
当日のお楽しみです。終了後は一の宮公園でバー
ベキューをします。

５月３日（祝）花稲港１４：００集合（１４：１５開始）
大人１，５００円（地引網のみは１，０００円）
小学生以下は１，０００円（地引網のみは５００円）
５０人

◆春の伊吹島巡り ◆遍路道と京極家第２の菩提寺を訪ねて

◆地引網体験と一の宮公園でＢＢＱ！
◆百年の味　梨づくり体験ツアー
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特
別
障
害
者
手
当

満
２０
歳
以
上
の
在
宅
重
度
の

重
複
障
が
い
者
で
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
が
必
要
な
在
宅
の
人

　
　２
６
、
２
６
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

満
２０
歳
未
満
の
重
度
の
障
が

い
児
で
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅

の
人

　
　１
４
、
２
８
０
円

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
３

４
月
２
日
（
月
）
～
１３
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

「
生
活
協
同

組
合
コ
ー
プ

か
が
わ
」
環

境
保
全
基
金

か
ら
寄
付
金

の
贈
呈

　高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
枚
数
は
月
割
り
の
た
め
、

早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
浴
券
利
用
可
能
施
設

　共
楽
湯
、
萩
の
湯

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
人

年
間
４８
枚
（
月
４
枚
）

入
浴
券
１
枚
に
つ
き
１
０
０

円
を
市
が
助
成
、
残
金
は
自

己
負
担

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
、
次
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所

豊
浜
支
所

本
人
以
外
は
使
用
不
可

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
８

４
月
２７
日
（
金
）

午
前
１０
時
か
ら
公
開
抽
選

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

中
堅
所
得
者
向
け
住
宅
も
併

せ
て
募
集

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
５
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
人
に
、
補
助
を

し
ま
す
。

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
に
つ
き
５
万
円
（
上
限
２

キ
ロ
ワ
ッ
ト
１０
万
円
ま
で
）

自
ら
居
住
、
ま
た
は
居
住
し

よ
う
と
す
る
市
内
の
住
宅
に
、

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

４
月
２
日
（
月
）
か
ら

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当
の
申
請

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

利
用
し
て
く
だ
さ
い

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
シ
ス
テ
ム
補
助
金

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
を

　
　
　
　
　
交
付
し
ま
す

補
助
金
額

交
付
枚
数

月
額

月
額

商工観光課　☎２３－３９３３　

　市のシンボル「寛永通宝」の中に

入り、砂ざらえを体験しませんか。

スコップなどの道具は準備します。

当日は抹茶の接待があります。

日時　４月２９日（祝）午前９時から

場所　銭形「寛永通宝」現地

　家庭で行うごみの野焼き（屋外焼

却）は「廃棄物の処理及び清掃に関

する法律」で、一部の例外を除いて

原則として禁止されています。

　野焼きは、煙で洗濯物ににおいが

付く、目やのどが痛くなる、ダイオ

キシンを発生させるなど多くの人の

迷惑になります。家庭から出るごみ

は、市の収集を利用するなど、野焼

き以外の適切な方法で処理してくだ

さい。

ブロック積み

ドラム缶

プラスチック類の焼却

　法律で禁止されている

野焼きをすると、５年以

下の懲役もしくは１千万

円（法人は３億円）以下

の罰金、またはこの併料

になります。

生活環境課　☎２５－２６９８

協力してください

野焼きは法律で

　禁止されています

春季銭形砂ざらえ
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４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

（
前
年
度
に
承
認
を
受
け
て

い
る
人
も
、
今
年
度
も
再
度

申
請
が
必
要
）

障
害
年
金
加
算
法

　障
害
年
金
加
算
法
の
施
行
で
、

昨
年
４
月
か
ら
加
算
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
、
障
害
年
金
の
受
給

権
利
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子

ど
も
が
い
る
場
合
に
も
、
届
け

出
を
す
る
と
年
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
４

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

　☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

　三
豊
総
合
病
院
（
わ
た
っ
子

保
育
園
）
で
実
施
し
て
い
る
病

後
児
保
育
は
、
４
月
１
日
か
ら

当
分
の
間
、
休
止
し
ま
す
。

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
２

借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の

権
利
関
係
が
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要

　納
税
義
務
者
と
は
、
固
定

資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
）
の
所
有
者
で
す
。

代
理
人
が
縦
覧
も
し
く
は
閲

覧
を
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
が
必
要

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
２

水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
１
１

　検
定
期
間
（
８
年
）
が
満
了

す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
換

え
ま
す
。
取
り
換
え
作
業
は
、

市
指
定
の
水
道
工
事
事
業
者
が

行
い
ま
す
。
作
業
中
（
約
２０
分
）

は
水
道
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　４
月
～
平
成
２５
年
１
月

　（
随
時
実
施
）

　無
料

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に

よ
り
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
外

国
人
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
５
月

７
日
（
基
準
日
）
以
降
に
仮
住

民
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　仮
住
民
票
は
、
現
在
の
外
国

人
登
録
原
票
の
記
載
に
基
づ
い

て
作
成
し
ま
す
。
仮
住
民
票
に

記
載
し
て
い
る
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
５
月
７
日
か

ら
７
月
８
日
（
施
行
日
の
前
日
）

の
間
に
、
必
ず
本
人
ま
た
は
同

居
の
親
族
が
市
民
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　２０
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国

民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の

納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
在
学
中
の
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後
払

い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
適

用
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
、
事
故
や
病
気
に

よ
る
障
害
、
死
亡
等
の
「
万
一

の
場
合
」
を
保
障
す
る
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
に
備

え
る
こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。

（
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）

　承
認
期
間
の
保
険
料
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
（
後
払

い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
）大

学
や
専
門
学
校
、
各
種
学

校
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
教
育

施
設
に
在
学
し
、
学
生
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
人

住
民
票
が
あ
る
市
の
窓
口
で
、

学
生
証
と
年
金
手
帳
な
ど
を

持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
手
続
き
は
毎

年
度
必
要
で
す
。

価
格
等
縦
覧
帳
簿

　土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
者
（
注
１
）
は
、
固
定
資
産

税
の
対
象
に
な
る
資
産
お
よ
び

市
内
の
類
似
す
る
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
な
ど
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
２３
年
中

に
新
・
増
築
し
た
家
屋
の
評
価

額
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
支
所
で
も
、
支
所
管
内
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
が
、
評
価
額

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
庁

税
務
課
で
対
応
し
ま
す
。

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
１
日

（
火
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

税
務
課
、
各
支
所

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

　こ
こ
で
い
う
納
税
者
は
、

非
課
税
や
免
税
点
未
満
の
固

定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）
だ

け
の
所
有
者
は
含
み
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

　４
月
２
日
（
月
）
か
ら
納
税
義

務
者
（
注
２
）
や
借
地
・
借
家

人
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ

仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金

申
請
や
届
け
出
は

　
　
　
済
み
ま
し
た
か

承
認
期
間

病
後
児
保
育
を

　
　
　
　
休
止
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
を

　
　
　
取
り
換
え
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

注
１

注
２
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　い
き
い
き
健
康
ひ
ろ
ば
で
は
、

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
２

階
の
機
能
訓
練
室
に
あ
る
運
動

器
具
を
使
っ
て
、
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

　４
月
か
ら
、
開
館
日
が
変
わ

り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　月
～
土
曜
日

　（
日
曜
日
と
祝
日
は
休
み
）

　大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎
５４

−

５
７
０
０

−

手
話
が
で
き
る
市
民
を

　め
ざ
す
人
の
た
め
の
講
座

−

　５
月
１０
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　１２
月
４
日
（
火
）

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
７

時
３０
分
～
午
後
９
時
３０
分

入
門
課
程
＝
全
２４
回

基
礎
課
程
＝
全
３０
回

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

（
旧
木
之
郷
幼
稚
園
）

市
内
お
よ
び
三
豊
市
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
満
１８
歳
以

上
で
、
聴
覚
障
が
い
者
を
理

解
し
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
希
望
す
る
人

２０
人
（
初
心
者
優
先
）

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
が
必
要
）

さ
い
。

７
月
１２
日
（
木
）
～
２５
日
（
水
）

予
定

（
１
週
間
の
受
け
入
れ
も
可
）

５
月
２５
日
（
金
）
ま
で

　緑
の
木
々
や
桜
並
木
、
大
谷

池
な
ど
の
美
し
い
自
然
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
、
穏
や
か
な
春

の
散
歩
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～

各
自
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
開
始

大
野
原
萩
の
丘
公
園
事
務
所

前
駐
車
場
ス
タ
ー
ト

萩
の
丘
公
園
→
大
谷
池
遊
歩

道
→
五
郷
山
公
園
→
大
谷
池

遊
歩
道
→
萩
の
丘
公
園

（
１
周
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

申
し
込
み
は
不
要

萩
の
丘
公
園
事
務
所
（
月
曜

休
み
）

　☎
５４

−

２
８
０
１

入
門
課
程
＝
４
、
９
５
０
円

基
礎
課
程
＝
２
、
４
７
０
円

４
月
２６
日
（
木
）
必
着

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福

祉
係

　
　☎
２３

−

３
９
６
３

西
讃
ろ
う
あ
協
会
手
話
局

　
　
　
　
　２７

−

７
７
０
８

　秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル

ト
ン
市
に
青
少
年
ら
を
派
遣
し

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
と

し
も
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２５
日
（
水
）
～

　
　
　８
月
７
日
（
火
）
予
定

市
内
の
中
学
生
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
、
一
般

１０
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２５
万
円
程
度

５
月
１５
日
（
火
）
ま
で

　秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
か
ら
来
る

青
少
年
ら
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
文
化

の
違
い
を
肌
で
感
じ
て
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
健
全

な
発
展
を
図
り
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。

　地
域
の
大
人
と
一
緒
に
楽
し

い
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。
四
季

折
々
の
行
事
を
取
り
入
れ
て
、

楽
し
く
学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
し

ま
す
。

５
月
・
８
月
・
１１
月
・
平
成

２５
年
２
月
の
休
日

（
年
間
４
回
）

市
内
に
住
む
小
学
生
（
原
則

４
回
と
も
出
席
で
き
る
人
）

４０
人
程
度

大
野
原
町
在
住
＝
無
料

大
野
原
町
外
在
住
＝
５
０
０
円

（
内
容
に
よ
り
別
途
費
用
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

４
月
９
日
（
月
）
か
ら	

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

大
野
原
地
区
青
少
年
育
成
会

教
育
総
務
課
大
野
原
分
室

　
　
　
　☎
５４

−

５
７
０
２

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　

	

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
、
寺
上
自
治
会
・
丸
山
自

治
会
・
田
井
太
鼓
台
保
存
会
が

祭
り
用
具
を
新
調
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
団
体
へ
助
成
を
す
る
こ
と
で
、

い
き
い
き
健
康
ひ
ろ
ば

開
館
日
が
変
わ
り
ま
す

受
講
者
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

桜
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た

参
加
者
募
集

大
野
原
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

　
　
家
庭
を
募
集
し
ま
す

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 782.65 777.59 △ 5.06

新　　聞 22.86 24.96 2.10

雑誌・ざつ紙 17.43 29.89 12.46

段ボール 13.70 15.94 2.24

（単位：トン）ごみの収集状況（２月）

開
館
日

コ
ー
ス

Ｆ

▲寺上自治会

田井太鼓台 ▼

保存会　

▲丸山自治会
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５
月
１３
日
（
日
）

午
前
８
時
２０
分
か
ら
受
け
付
け

一
の
宮
公
園
芝
生
広
場

個
人
戦

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

１
人
２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

４
月
２７
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

大
人

　６
、
０
０
０
円
／
人

小
学
生
５
、
５
０
０
円
／
人

（
乗
船
料
と
厳
島
神
社
拝
観

料
を
含
む
）

弁
当
（
お
茶
付
き
）
を
希
望

す
る
人
は
、
６
０
０
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
７
日
（
月
）
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

代
理
申
し
込
み
の
場
合
は
、

代
理
人
１
人
に
つ
き
５
人

（
代
理
人
含
む
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

20

腎
臓
病
教
室

腎
臓
の
働
き
／
腎
臓
病
に
使
わ

れ
る
お
薬

　４
月
１９
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
〈
ま

っ
ぷ
〉
使
用

　４
月
１２
日
（
木
）

　午
後
６
時
～
午
後
７
時

　定
員
１０
人

男
性
の
調
理
実
習

お
惣
菜
の
選
び
方
・
ア
レ
ン
ジ

方
法　４

月
４
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
５２

−

２
７
２
６

４
月
１５
日
（
日
）

午
前
７
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

財
田
川
河
川
敷
一
ノ
谷
コ
ー
ト

１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

男
女
・
年
齢
は
問
わ
な
い

１
人
７
０
０
円
（
参
加
賞
、

弁
当
、
お
茶
、
保
険
料
含
む
）

４
月
６
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−
３
９
４
１

４
月
２９
日
（
祝
）

午
前
８
時
受
け
付
け

午
前
８
時
２０
分
出
発

市
民
会
館
→
三
豊
市
山
本
町

→
神
田
小
学
校
→
琴
平
町
高

燈
籠
（
約
２２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
帰
り
の
交
通
費
な
ど

１
人
２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

４
月
１８
日
（
水
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

５
月
２０
日
（
日
）

午
前
６
時
３０
分
出
発

総
合
運
動
公
園
集
合
（
市
立

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
受
付
）

（
雨
天
決
行
）

広
島
県
廿
日
市
市
（
宮
島
約

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ハ
イ
キ

ン
グ
と
厳
島
神
社
拝
観
）

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

９０
人
（
先
着
順
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
な
ど

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

参
加
者
募
集

第
３７
回
市
民
健
脚
大
会

（
２
０
１
２
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会
）

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

第
１１
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

ス ポ ー ツ 行 事

月　日 行　　　　事

１
第７回一道会ジュニア選手権大会
１０：００～／市立総合体育館

１・８・
１５・２２

第９回連盟杯争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園　ほか１会場

７
第４６回市老連ゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

１５
第４６回県下東西対抗柔道大会
１３：００～／市立総合体育館

２２

観音寺市陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園
第３６回市長杯６人制女子バレーボール大会
９：００～／大野原会館

２９
第７回観音寺バドミントン選手権大会
８：３０～／市立総合体育館

５／３
第４３回香川県選手権大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

３・４
ちょうさ杯（サッカー）
９：００～／総合運動公園

３・４・５
四国近県高校選抜ソフトテニス研修大会
８：００～／総合運動公園

５・６
西日本中央連携軸高校サッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園

６

第２７回暁星杯高校ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園
第８１回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

９
第７回保育まつり
１０：００～／市立総合体育館
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　５
月
１２
日
（
土
）、
１３
日
（
日
）

昭
和
５７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
な
ど

４
月
１６
日
（
月
）
ま
で

香
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
７
１
２

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.k

a
g
a
w
a
.

lg
.jp
/jin
jii/sa

iy
o
u
/

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

　２０
歳
以
上
２８
歳
未
満

医
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

２０
歳
以
上
３０
歳
未
満

４
月
２７
日
（
金
）
ま
で

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎
２５

−

６
１
２
２

　県
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
身
体
障
が
い
者
等
に
対
し

て
、
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
２４

年
度
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に

つ
い
て
、
出
張
受
け
付
け
を
し

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
９
日
（
月
）、
１６
日
（
月
）、

５
月
１４
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

（
県
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

３
月
末
日
の
自
動
車
の
所
有

者
名
義
が
、
身
体
障
が
い
者

本
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
要

件
な
ど
は
、
必
ず
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

☎
０
８
７

−

８
０
６

−
０
３
１
４

　近
年
、
各
地
で
集
中
豪
雨
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
洪
水
や
土
砂
災
害
な

ど
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
早
く
・
的
確
に
情
報

を
伝
え
、
警
戒
避
難
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
現
在
、

県
で
は
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
で

雨
量
や
水
位
の
情
報
を
数
値
や

グ
ラ
フ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
、
新
た
に
県
内
の
主

要
１２
河
川
の
１８
カ
所
の
水
位
観

測
局
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
５
分
か
ら
１０
分

ご
と
の
静
止
画
像
を
提
供
し
ま

す
。
梅
雨
や
台
風
な
ど
河
川
が

増
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
は
、

こ
ま
め
に
情
報
を
確
認
し
て
、

水
防
・
避
難
活
動
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

香
川
県
河
川
監
視
カ
メ
ラ

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.k

a
g
a
w
a
.

lg
.jp
/k
a
sen
ca
m
era
/

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　交
通
事
故
防
止
」

４
月
１０
日
は
「
交
通
事
故
死

　
　
　
　
　ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

○

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

○

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

○

交
差
点
で
は
必
ず
徐
行
し
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

21

平
成
２４
年
度
警
察
官
採
用

　
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

自
衛
官
募
集

出
張
受
け
付
け
を
し
ま
す

身
体
障
が
い
者
な
ど
の

　
　
自
動
車
税
減
免
申
請

香
川
県
河
川
監
視
カ
メ
ラ

　
　
　
　
　
の
運
用
開
始

４
月
６
日
～
１５
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

第
一
次
試
験
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ど
ん
、
山
菜
お
こ
わ
、
お
す

し
、
ド
ー
ナ
ツ
、
ケ
ー
キ
等
）、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
フ
や
ま
も
も

　
　
　
　☎
２３

−

３
５
０
７

　５
周
年
を
記
念
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
誘
い
合
わ
せ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

４
月
３０
日
（
休
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

西
讃
ふ
く
ろ
う
セ
ン
タ
ー

（
旧
木
之
郷
幼
稚
園
）

式
典
、
バ
ザ
ー
、
手
話
講
演

西
讃
ろ
う
あ
協
会

　
　
　
　
　２７

−

７
７
０
８

　４
月
１８
日
（
水
）
～
２０
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

　４
月
１７
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
６２

−

３
０
７
５

　司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談

と
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
を
、
４
月
か
ら
毎
月
１

回
実
施
し
ま
す
。
心
や
体
に
ス

ト
レ
ス
を
た
め
て
い
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　相
談
日
や
場
所
な
ど
詳
し
く

は
、
毎
月
の
「
相
談
あ
れ
こ
れ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
３

　こ
と
し
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

誘
い
合
わ
せ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

４
月
７
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

や
ま
も
も

（
古
川
町
・
一
ノ
谷
小
学
校
前
）

作
品
展
示
即
売
、
バ
ザ
ー
（
う

図書館だよりLibrary News 今月のおすすめ本

事
例　賃

貸
住
宅
を
退
去
し
た
が
、

敷
金
が
返
金
さ
れ
ず
、
さ
ら
に

修
繕
費
１５
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　借
り
主
に
は
建
物
の
原
状
回

復
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

の
使
用
で
生
じ
た
損
耗
の
修
繕

費
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
退
去
時
は
、
で
き
る
限

り
家
主
や
管
理
会
社
、
仲
介
業

者
等
の
立
ち
会
い
の
下
で
現
状

を
確
認
し
、
記
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
主
側
か
ら

原
状
回
復
費
用
の
総
額
だ
け
を

言
わ
れ
た
と
き
は
、
修
繕
費
の

明
細
を
記
録
し
た
見
積
書
や
請

求
書
、
敷
金
精
算
書
等
を
出
し

て
も
ら
い
、
内
容
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎
２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
３
３

幼稚園児も大変なんだ…
そのままでいいんだよ、と

やさしく語りかけてくれる1 冊です♪

春の行楽シーズンに（首都圏・東海・関西版）

『ようちえんいやや』
作・絵：長谷川義史　　出版：童心社

『こどもとおでかけ 365 日 2012 年版』
出版：ぴあ
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休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　2・9・16・23・30日

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

大野原図書館行事予定
★おはなし会 14日（土）　午後２時～午後３時

 
７日（土）　午後１時30分～午後２時10分
28日（土）　午後１時30分～午後２時10分
20日（金）　午後１時30分～
　　　　　大塚布見子著
　　　　　「新しい短歌の方法」（短歌新聞社選書）

★おはなし会

★つぼみ愛書会４月例会

中央図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

＝こども読書週間企画＝

７日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　くるくる回る紙パラシュートをつくろう！ 
21日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　絵本「じゃがいもポテトくん」ほか

24日（火）　午前10時～午前10時40分
24日（火）～なくなり次第終了

★工作教室

★おはなし会

★おひざに抱っこのおはなし会（乳幼児とその保護者対象）

★「迷路新聞」配布

Ｆ
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１８日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　４日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１３日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１２日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

１０日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１１日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　５日（木）・１９日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ５日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１５日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　４日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　３日（火）・１７日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室／大野原☎５４−５７１４　 ５日（木）・１９日（木）午前１０時

～正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　

３日（火）・１７日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老

人娯楽室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１０日（火）・２４日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

４日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　２０日（金）午後１時３０分～午

後４時　働く婦人の家
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家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 
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火
災
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香典返し

合田　艶子＝

大矢　一德＝

藤原　秀順＝

熊谷　弘子＝

小西　雄介＝

猪熊　　毅＝

大平　順一＝

平岡　大知＝

大川　孝治＝

豊浜町姫浜

観音寺町

大野原町大野原

大野原町大野原

流 岡 町

大野原町中姫

豊浜町和田

大野原町有木

高 屋 町

秋山　正尊＝

市原　晴穗＝

髙原　稜夫＝

高橋　　勝＝

ＪＡ香川県観音寺町支

部青壮年部

柞 田 町

昭和町三丁目

豊 浜 町 和 田

大野原町花稲
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　鑵子塚古墳の埋葬施設は複
ふく

室
しつ

構
こう

造
ぞう

の横穴式石室です。他の古墳と比べ

ると端正で、丁寧に構築しているよ

うに思われます。大野原町の椀貸塚

古墳や近隣に所在する古墳の横穴式

石室のモデルになったのではないか

ともいわれています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

鑵
かんす

子塚
づか

古墳③（池之尻町）
ー 母神山古墳群 ー

市内の古墳を
紹介します

共福

共福

国土外科医院

漆川歯科医院

姫浜調剤薬局

小山医院

パール歯科クリニック

石川薬局

ケイ・アイ薬局

古川町　☎25－0290

大野原町☎54－2077

豊浜町　☎52－1733

村黒町　☎25－2354

南町　　☎25－1025

観音寺町（柳）☎25－3884

豊浜町　☎52－1818

医

医

歯

歯

薬

薬

冨士クリニック

森歯科医院

ひまわり調剤薬局春日

ひまわり調剤薬局三豊

観音寺町（春日）☎25－3692

昭和町　☎25－2077

観音寺町（春日）☎24－3863

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

河田病院

たくま歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

大西病院

ひまわり調剤薬局三豊

茂木町　☎25－3668

三野町　☎73－5581

茂木町　☎57－5117

豊浜町　☎56－3260

茂西町　☎25－3291

豊浜町　☎52－5100

医

医

歯

薬

薬

おざきこどもクリニック

高田歯科医院

第健調剤薬局

サンシャインスター薬局

柞田町　☎24－6789

観音寺町（七間橋）☎25－3308

豊浜町　☎56－3477

柞田町　☎57－5315

医

歯

薬

プレママ広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

保

いき

いき

はつらつ会

ポリオ

はつらつ会

もぐもぐレッスン

ポリオ

9:00～11:00

13:15～14:00

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

育児相談

ひまわりの会

はつらつ会

３歳児健診

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ20 年 9月・10月生まれ）

ふれあい広場

１歳６カ月児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

保

保 保 保

ふれ

ふれあい広場

ポリオ

のびのび教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

（旧観音寺市 H22 年 9 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

ポリオ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15 

いき

いき

ふれ

10 カ月児相談
13:30 ～ 14:00
（大野原町・豊浜町　
Ｈ 23 年 6 月・7 月生まれ）

いき

いき

育児相談

ふれあい広場

さわやか栄養教室

３歳児健診

ふれあい広場

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

ふれ

ふれ

保

保

（旧観音寺市 H20 年 9 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

シニアエアロビクス

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ23 年6月生まれ）

保

愛 常

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康相談

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

10:00～12:00

10:00～12:00

13：30～15：00

ふれ

ゆう酸素リフレッシュ体操

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ24年1月生まれ）
保

豊福

豊福

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
伊吹公民館
常磐総合コミュニティーセンター

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

▲ 玄室

今月の人口
（３月１日現在）

人　口

男 女

世帯数人
人

世帯
人

63,452
30,581

23,563
32,871

４月の納税

固定資産税・都市計画税（１期・全期）

納期限　５月１日（火）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

伊

伊




